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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 総務文教常任委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員  阿久根由美子 

日 時 平成２６年７月２４日（木曜日） 
開 議   午前 １０ 時 ００ 分 

閉 議   午前 １０ 時 ５０ 分 

 

出席委員 ◎吉田 ○中村  並河 山本 田中 石野 木曽 堤 

執行機関 

出席者  

事務局 

出席者 
山内次長、阿久根副課長   

        

傍聴 可 市民 １名 報道関係者 ０名 議員 ０名 

会 議 の 概 要 
１０：００ 

１ 開議 

〔吉田委員長 開議〕 
 
２ 日程説明 

〔事務局次長 日程説明〕 
 
３ 案件 

 ○公文書管理条例制定の検討について 

＜吉田委員長＞ 

 別紙のとおり案を作成した。順次検討を行う。 

 

〔目的〕 

  ― 全員 了 ― 

 

〔定義〕 

＜中村委員＞ 

 実施機関に市立病院が入っていないのはどうか。 

＜事務局次長＞ 

 市立病院、上下水道部は別規程かと思う。確認する。 

＜吉田委員長＞ 

 確認して必要なら入れる。 

 第３項を入れた。土地開発公社を入れるなら他の外郭団体も入れるべきで、「法人

文書」で整理した。法人に問題がないか事務局で確認願う。 

 

〔公文書の作成〕 

＜堤委員＞ 

 案の内容には、例えば首長発案の大プロジェクトの場合、発案から決定までの会議

も含まれるのか。 

＜吉田委員長＞ 

 詳細は規則等で決められる。非公式の会議もある。裏話まで文書で残せということ
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ではない。意思決定の過程は分かるようにしておかなければならない。 

＜堤委員＞ 

 検討経過、結果を残さないといけない。どの程度残すかは執行部とすり合わせない

といけない。 

＜吉田委員長＞ 

 規則改正は執行機関が行う。条例の趣旨を理解し、しっかり文書を残すことを執行

機関に指摘する。 

 

〔公文書の整理〕 

＜吉田委員長＞ 

 「公文書の分類に関する基準」が別添の表なのか。 

＜事務局次長＞ 

 そのとおり。 

＜吉田委員長＞ 

 他にも基準があると聞いた。 

＜事務局次長＞ 

 以前、文書管理システムのなかで保存、廃棄等の帳票を作成していた。今はシステ

ムを入れ替えているので変更されていると思う。文書分類基準表の公表は問題ない。 

＜木曽委員＞ 

 部、課の統合、分割の際、文書整理はどうなるのか。 

＜事務局次長＞ 

 事務分掌が変更され、文書は引き継ぎ、保存される。 

＜木曽委員＞ 

 その場合の規定はどうなっているのか。 

＜吉田委員長＞ 

 業務内容で分類されているので問題ないと思う。委員会で執行部に確認したい。 

 

〔公文書の保存〕 

＜吉田委員長＞ 

 「別に定める規則」にするか、「別表」にするか考えている。いま保存年限はどこ

で規定されているのか。 

＜事務局次長＞ 

 文書取扱規則で文書分類基準表の作成を定めている。保存年限は文書分類表で定め

ている。例規上では定めていない。 

＜吉田委員長＞ 

 定めなく今までどうしてきたのか。委員会で執行部に説明願う。「別表」で条文に

入れるのがよいかと思う。 

＜木曽委員＞ 

 「１０年保存を基本に、長期保存は１０年経ったときに判断」など基本的なことだ

けは条文に入れ、詳細は規則で定めればよい。 

＜吉田委員長＞ 

 現状を聞いてから検討したい。 

 

〔文書分類基準表〕 

― 全員 了 ― 
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〔公文書の廃棄等〕 

＜吉田委員長＞ 

 保存年限とともに検討したい。 

 

〔公文書取扱規則〕 

＜吉田委員長＞ 

 「作成に関する事項」を入れないと条例化する意味がない。 

― 全員 了 ― 

 

〔管理状況等の報告〕 

 ― 全員 了 ― 

 

〔公文書管理委員会〕 

＜吉田委員長＞ 

 新しく入れた項目である。予算が必要なので難しいと思うが、委員を情報公開審査

会委員にすればできるのではないかと思う。有識者で能力がある。執行部とともに

検討したい。 

公文書の廃棄、管理状況の報告もこの委員会ですればよいとも思っている。 

 

〔職員の責務及び研修等〕 

＜堤委員＞ 

 首長交代の場合、文書保存は誰が決めるのか。 

＜吉田委員長＞ 

 文書分類基準は市長が決める。 

１０：３０ 

〔 休  憩 〕 

１０：４０ 

＜吉田委員長＞ 

 この案でよければ次の内容を執行部に聞きたいと思う。 

 ①「法人文書」の考え。別の表現はないか。 

 ②文書保存に関する規則の有無、整理の仕方。 

 ③廃棄の判断基準。 

 ④公文書管理委員会設置、委員委嘱は可能か。不可能な場合、情報公開・個人情報

保護審査会委員に公文書管理委員会委員の権限拡充若しくは兼務等検討できな

いか。 

＜堤委員＞ 

 公文書管理委員会設置は大阪市を参考にしている。大阪市は大都市なのでよいと思

うが、本市の類似自治体での設置はどうか調べてほしい。 

＜吉田委員長＞ 

 事務局と検討する。他市事例を探してみたい。 

  

４ その他  

○次回の日程について 

〔８月６日（水）９時～１１時 （決算特別委員会分科会）決算事務事業評価選定 
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 ８月２２日（金）１０時～ 本案について総務部説明 

 ８月２８日（木）１０時～ 教育委員会から放課後児童会検討報告〕 

＜吉田委員長＞ 

 歴史的公文書の保存は新資料館建設の際検討されるよう申入れをしたい。 

 

 

         

散会１０：５０ 


